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『自分がされていやなことは、人にしない 言わない』
～ 徹底と継続 ～

【今年度、学校が頑張ること】

１）「基本的な学習習慣（返事と反応）」 ２）「授業づくり１・２・３vol1&2」を活用
の定着に努めます。 して教師の授業力向上に努めます。
★教師や児童のアンケートで８０％の達成 ★「ステップ３」への到達率80%の達成

３）「家庭学習」の習慣化に努めます。 ４） 多読者（読書マイスター）認定や
★教師や児童のアンケートで８０％の達成 本の紹介を実施し、一人一人の読書

量を増やします。
★年間一人あたり８０冊以上の読書量

５）立腰教育の躾け三原則『挨拶・ ６）「スポーツチャレンジ」に取り組
返事・履き物揃え』を徹底します。 み、子どもたちの体力向上に努めま
★児童・保護者アンケートで８０％の達成 す。

★各学級で１種目以上の取組

山内東小の約束山内東小の約束
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７）『給食時間』を活用して、望ましいマ ８）「ふるさと山内」を誇りに想うように
ナーや食習慣を身につけ、給食時間が 地域人材を活用した学習を進めま
楽しいという児童を増やします。 す。
★教師・児童のアンケートで８０％の達成 ★各学年で一単元の取組

９）学校運営協議会を開催し、コミュニティ 10）いじめ防止のために毎月「生活アンケー
・スクールによる学校づくりを進めます。 ト」を実施し、定期的な情報交換を行います。

★年間３～４回の学校運営協議会の開催 ★児童のアンケートで「学校が楽しい」と

回答する児童８０％の達成

２０１７年度に本校は文部科学省よりコミュニティ・スクールの指定を受け、地域と
共にある学校づくりに努めてきました。２０１９年度もその方針は変わりません。「学
校運営協議会」の中で、一定の権限と責任を持った保護者や地域住民の皆さんに
様々な教育活動についてご意見をいただき、よりよい学校づくりに努めます。ゴー
ルは、「ふるさと山内を誇りに思う東っ子」を育てることです。
また、昨年度から「官民一体型学校づくり」がスタートしました。「山内っ子地域学

校協働本部」の支援員等の協力を得ながら週３回、朝の「花まるタイム」を中心に
取り組んできました。その結果、多数の地域や保護者の皆さんが学校に来校してく
ださり、学校のよき理解者が増えました。今年度も官民一体型学校の推進に努め
ると共にうれしい結果に向けて全職員一丸と教育活動の推進に努めていきます。

コミュニティ・スクールと
官民一体型学校づくりの推進
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